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総 務 部 会 開催回数：4回 （5月22日時点）

前回の委員会会議（2023/2/14 開催）以降、会議を開催していません。

今後、制服業者の選定（メーカーコンペ）に関する協議を進めるとともに、

校名・校歌・校章の公募用紙等に関する協議を進めていきます。

(公募は、秋ごろの実施を想定しています)
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通 学 部 会 開催回数：2回 （5月22日時点）

第2回会議を開催（2023/3/22）

町内歩道を「本流」と「その他」に分類し、今後の現地視察等に用いるマップ(事務局案)が提示されました。

これに対し、実際の生徒の利用頻度 や 歩道の整備状況 などの観点から意見交換しました。

次回会議（第3回会議）では、部会員を2班に分け、現地視察を行うポイントを選定していきます。

通学安全対策マップ(案)の作成について１

自転車通学のメリット・デメリットに関する資料をもとに意見交換しました。

通学距離が延伸する地域の子どもたちにとっては特にメリットがある反面、運用面・安全面において多くの課題があることから、

今後の現地視察を通じて検討を継続していくこととなりました。

町のコミュニティバスを通学支援の一部として利用するということについて意見交換しました。

バスを利用できれば子どもたちの負担を大きく軽減できる反面、乗車人数、下校時のダイヤ設定など、運用面における課題が多く、

支援範囲の境界付近では常に不公平感が生じてしまうことから、限定的な運用（金富・梅ヶ丘地区）、民間バスの利用など、

今後の通学支援の在り方に関しては引き続き事務局にて調査・検討することとなりました。

自転車通学の検討について2

コミュニティバス利用の検討について3

安全面での不安

中学生自転車事故の約８割は運転者に違反があり

ハード対策だけでは安全性を担保できない

境界付近での不公平感

境界付近では学校からの距離に大差がなく

不公平感から当事者の不満が生じる

教職員の負担増加

登下校対応、事故対応、鍵の紛失対応など

日常的に教職員の業務負担が増大する
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学 校 教 育 部 会 開催回数：2回 （5月22日時点）

第2回会議を開催（2023/3/23）

整備可能な部活動数について１

統合時に見込まれる教職員数等に関する資料（26人程度）をもとに意見交換しました。

今後、国の方針として専門的な技術・知見を有する地域住民が教職員に代わって指導に当たる体制（地域移行）へと変革していくことが

見込まれますが、現状として地域移行には様々な課題が潜在しているほか、まだまだ全国的にも事例が少ないことを踏まえ、現時点では

「地域移行ありきではなく教職員で運用可能な整備」を念頭に検討を進めていくこととなりました。

地域移行の動向を注視しながら

地域移行の課題に対する対応事例などが積み上げられてきたタイミングで

新たな種類の部活動を整備・充実させていきます

10～13種類を目安に

26人の教職員が何らかの正副顧問となった場合に最大13種類となることから

一般的な部活動（現在整備されているもの 等）を中心に整備します

部活動アンケートについて2

現在、町内小中学校に在学している児童・生徒の皆さんが「どんな部活動をしたいのか」などを知り、今後の部活動に関する検討の基礎

資料とすることを目的として、質問事項等の協議を進めています。（1学期中の実施を目指しています）

学校と地域の交流について3

「学校・地域パートナーシップ事業」のコーディネーターさんに事務局がインタビューした内容が示されました。

学校と地域の交流・協力体制については当該事業が中心となっていますが、高齢化等に伴う人員不足が懸念されていることを踏まえ、

今後はコーディネーターさんも会議に招きながら「既存取組の維持・拡充」という点について意見交換していきます。
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P T A 部 会 開催回数：2回 （5月22日時点）

第2回会議を開催（2023/2/27）

委員会の体制について１
役

員

会 員

会 長 １名

副 会 長 ２名

書 記 ２名

会 計 ２名

会計監査委員

会計監査委員 ２名

保

護

者

教

職

員

学 校 長 １名

教 頭 １名

各 教 務 主 任

上 記 以 外

上記以外の会員

うち１名は教職員会員から

学年委員会(２年生)学年委員会(１年生) 学年委員会(３年生)

委 員 長 １名

副委員長 １名

委 員 長 １名

副委員長 １名

委 員 長 １名

副委員長 １名

上記以外 〇名 上記以外 〇名 上記以外 〇名

学
級
当
た
り
３
名
ず
つ
選
出

学

級

委

員

専

門

委

員

進路対策委員会広 報 委 員 会 選 考 委 員 会

委 員 長 １名

副委員長 １名

委 員 長 １名

副委員長 １名

委 員 長 １名

副委員長 １名

上記以外 〇名 上記以外 〇名 上記以外 〇名

兼務 兼務 兼務

例：１年生が４学級だった場合
・学級委員は ３名 × ４学級 ＝ １２名(うち、学年委員長１名、学年副委員長１名)
・広報委員は学級委員(１年生)が兼務となり、同じく１２名(うち、広報委員長１名、広報副委員長１名)

各校持ち帰った上で再協議した結果、委員会体制については、右図のよ

うにする案が固まりました。学級委員については学級当たり3名選出する

こととなり、広報委員会などの各専門委員を学年単位で兼務することで、

情報共有等を円滑に行えるような体制になっています。

状況に応じて改訂していきます

現行（上牧中学校：4名/学級、上牧第二中学校：3名/学年）⇒ 統合後（3名学級）

生徒・保護者数の減少していくなかでは、適時、選出人数を見直していきます。

会費(月額)について2

会費については、統合に伴う生徒・保護者数の増加を勘案し、

一世帯当たり 月額250円 としました。

※現行（上牧中学校：月額250円、上牧第二中学校：月額340円）

委員選出基準(除外対象基準)について3

除外対象者（未就学児がいる世帯 など）については、現在の両校会則

(規約)を参考に事務局にて案を作成し、第3回会議以降に協議していくこ

ととなりました。


